














の狭窄率については， NorthAmerican Symptomatic Carotid 


















器領域で近年注目されている TCFA(Thin cap fibroatheroma）を本測定
法で頚動脈プラーク内に特定することができた．
［考察］頚部内頚動脈狭窄症において，精密な狭窄率測定による治療方針
の決定や， TCFAの有無による arteryto artery embolismのリスク判定
に本測定法が有用であると示唆され，新知見が得られた．
